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借⽅‧貸⽅の基本ルールBOOK

複式簿記では、取引を「原因」と「結果」の2側⾯から捉え、借⽅（左）と貸⽅（右）に振り分けます。仕訳の際、左右の合計⾦額は必ず⼀致します。

‧覚え⽅：「かりかた」の「り」は左へ、「かしかた」の「し」は右へ払うため、それぞれの⽅向と紐づけます。

取引は以下の5グループに分類され、詳細な内容は「勘定科⽬（⾒出し）」を⽤いて記録します。

借⽅‧貸⽅の定義と5つの取引グループ

グループ 概要と勘定科⽬例

資産 財産（現⾦、売掛⾦など）

負債 ⽀払義務（買掛⾦、借⼊⾦など）

純資産 資産と負債の差額（資本⾦など）

収益 収⼊（売上、受取利息など）

費⽤ 経費（仕⼊、消耗品費など）
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借⽅‧貸⽅の基本ルールBOOK

5つのグループは、「増加」したとき、「減少」したときの記載場所（借⽅‧貸⽅）が決まっています。

借⽅‧貸⽅のルールと財務諸表

グループ 増加したとき 減少したとき 属する財務諸表

資産 借⽅（左） 貸⽅（右） 貸借対照表

負債 貸⽅（右） 借⽅（左） 貸借対照表

純資産 貸⽅（右） 借⽅（左） 貸借対照表

費⽤ 借⽅（左） 貸⽅（右） 損益計算書

収益 貸⽅（右） 借⽅（左） 損益計算書

このルールは、財務諸表（貸借対照表‧損益計算書）の構成と連動しています。

‧借⽅（左側）：資産
‧貸⽅（右側）：負債、純資産

‧貸借対照表（B/S）：会社の財産状況を⽰します。

‧借⽅（左側）：費⽤
‧貸⽅（右側）：収益

‧損益計算書（P/L）：会社の儲け（損益）を計算します。
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借⽅‧貸⽅の基本ルールBOOK

仕訳には「勘定科⽬が増えたときは元の場所、減ったときは反対の場所に記載する」というルールがあります。

例1：現⾦取引「商品を20,000円で仕⼊れ、代⾦は現⾦で⽀払った」※ここでは消費税は度外視して考えます

‧「仕⼊（費⽤）」が増加した → 費⽤の元の場所である借⽅へ

‧「現⾦（資産）」が減少した → 資産の元の場所とは反対の貸⽅へ

仕訳の具体例

借⽅ 貸⽅

仕⼊ 20,000円 現⾦ 20,000円

例2：掛取引：商品を20,000円で掛け（後払い）で仕⼊れた」

‧「仕⼊（費⽤）」が増加した → 借⽅へ

‧「買掛⾦（負債）」が増加した → 負債の元の場所である貸⽅へ

借⽅ 貸⽅

仕⼊ 20,000円 買掛⾦ 20,000円


